
冬山レスキュー講習会   クラス３ 報告書  

Ｈ28 年１月２９日～３１日谷川土合山の家  

（公社）日本山岳協会 遭難対策委員会  

【第１日目】 

１． 開講式 13：00～ 

２． 雪崩に関する講義（全体）13：10～   講師：ＪＡＮ 出川あずさ講師 

自信過剰→ベテラン→死亡多い 

３． クラス オリエンテーション 14：30～ 

４．ロープワーク（屋内）15：00～ 

 （１）ロアダウンと引き上げシステム 直引きと 1/3 システム etc、 

 （２）流動分散  三点からの流動分散を行う。 

            スリングによる固定。 

５．講義 19：00～ 

（１）低体温症について 

【第２日目】 

１． アバランチトレーニング（屋内）8：00～ 

（１）トランシーバーの種類と特性  電波特性、捜索方法の復習。 

（２）ブロービング            ブロービングの種類、使い方について復習。 

２． 搬送法（屋内）8：30～ 

パッケージングの実習        ツェルトを使っての梱包、スケッドストレッチャーの紹介。 

３． 雪崩予防復習：スタピリティテスト（屋外）10：00～ 

ショベルを使ったコンプレッションテスト（弱層テスト） 

４． ロープワーク（屋外）支店について 10：30～ 

（１） スノーピケットの種類と打ち方 支点を埋めるためのプラトーの作成、ピケットの打ち込み角度、プラトー

の強度と深さ。 

（２） 土嚢、柴の支点について  頭くらいの大きさになるよう土嚢に雪を詰める。 

細い柴を束ねての支点はスリングで全体をハーフヒッチ（イワシ）で束ねる。 

（３） 立ち木、柴からの支点の取り方 

（４） ロアダウン 引き上げ実習   ロアダウンでの支点、立ち木の利用（クリップコンティニュアスビレー） 

５．  アバランチトレーニング（屋外）  雪崩に対応した一連の動作を学習する 13：00～ 

（１）トランシバー捜索  捜索方法の実習。 

（２）プロ―ビング     使い方についての実習。 

（３）掘り出し       ショベルによる掘り出し方法についての実習。Ｖ字コンベアー。 

６． シェルターについて（屋外）16：00～ 

スノーマウントとピットの作成  悪天候から一時的に回避するための避難場所や、捜索の一時拠点として 

【３日目】 

１． シミュレーション 8：00～（屋内） 

手のひら１つ６０度。 

2 本のロープを繋いだ時の引き上

げシステム 

三点の場所、位置はどこがベターか！3 点ではひねりを加えない。流動しなくなる

2 点はひねる。・流動分散の状態で支点位置を調整した後、支点位置の根元を

長いスリングで縛り上げることで固定分散支点になる（最初にメインロープにカラビ

ナでスリングを止め縛り上げる）。  

 

 

スピードが要求される 

http://d.hatena.ne.jp/runout10m/20080530/p1
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BB%D9%C5%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BB%D9%C5%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%B9%A5%EA%A5%F3%A5%B0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BB%D9%C5%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%B9%A5%EA%A5%F3%A5%B0


（１）操作手順の復習  ビデオによる説明 

 １）状況把握と通報   救助要請と雪崩発生に関する記録開始。 

 ２）二次遭難の回避   まずは落ち着く。メンバーの確認、リーダーの設定、逃げ道の確保。 

 ３）初動パトロール    遺留品の確認、地形からの判断、埋没位置の想定。 

 ４）アバランチトランシバーの捜索 捜索範囲の絞込み。なるべく習熟している者が最後の絞込みを行う。 

 ５）アバランチブローブ（２点 or ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌﾟﾛｰﾌﾟ）ﾌﾟﾛｰﾌﾟによる捜索。掘り出し、応急処置の準備。 

 ６）遭難者の掘り出し  Ｖ字ｺﾝﾍﾞｱｰ 頭の特定と軌道の確保、早期保温、搬送可否の判断。 

（２）ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ現場の説明  遭難発生現場の説明、各班による役割手順等の打ち合わせ。 

（３）ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ開始（屋外）  前日の内容について一連の流れをｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ。 

２． まとめ 12：00～ 

（１） 装備チェック 

（２） ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝの検証、まとめと反省、質疑応答 

（３） アンケート記入 

３． 閉校式（全体）13：00～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ロープ結束  

 

 ・プルージックノットを使うメリットはあまりない。  

立ち木へのロープ固定、アンカー作成関係  

○立ち木へのクローブヒッチ ○その後のツー・ハーフ・ヒッチ 

・立ち木には２回ロープを回すこと →  結び目にかかる力が小さくなる 

○流動分散支点、固定分散支点の作成（メインロープで）  

 ・ダブル・インライン・フィギュア・エイトループを使用する（２重にしたインライン）。この方法は、各支点に回して

きたロープを１箇所にまとめる時にループの長さの調節がやりやすい。従来やっていた変形エイト・ベンドではあら

かじめ必要になるループの長さを目測する必要があった。  

 ・流動分散支点の場合は、外角を 60 度以内に押さえる。角度が大きすぎると１つの支点にかかる力が、全

体にかかる力よりも大きくなって力の分散という意味にならない。流動分散は、ビレー点を作る時の方法のように

“ひねり”を加えない（ロープが流動しなくなるので）。 

 ・流動分散の状態で支点位置を調整した後、支点位置の根元を長いスリングで縛り上げることで固定分散

支点になる（最初にメインロープにカラビナでスリングを止め縛り上げる）。 

■懸垂下降（救助者の加重あり） 

・従来だとレッグループ→エイト環小さい輪の位置にカラビナをかけメインロープ２ターンでやっていたが、ビレイ

ループ位置のカラビナの１ターンで十分である。  

・ビレイループ位置のカラビナでメインロープを１ターンする。グリップビレイの要領で制動をかける。 

・このグリップビレイの位置には、ビレイループよりオートブロックノットをセットしておく。オートブロックノットを握っ

ている状態だと下降する。手を離すとオートブロックノットが効いて自然に止まり、「懸垂下降中の仮固定」になり

両手が離せる。下降するにはまたオートブロックノットの位置を握ればよい。  

・救助者を背負って懸垂下降する場合は、デイジーチェーンで背負う人と救助者がつながり（振り分け）、デイジ

ーチェーンにエイト環が自由に動くようにセットする。エイト環はあとで操作ができるように手が届く範囲にセットされ

ていること。 

■懸垂下降の結び目通過  

・ムンターミュールノットで安全環付きカラビナをハーネスにセットする（救助者を背負っている場合は振り分けの

デイジーチェーンにセット）。このカラビナでにムンターヒッチで懸垂下降する。ロープの連結部にきたらムンターヒッ

チをしているカラビナが結び目に当たるまで下降。当たったらそれ以上下降しない（したくてもできない）。両手を離

しても大丈夫である。その状態で連結部下のロープにエイト環をセットし、懸垂下降の体勢を整えてから片手で上

のムンターミュールノットを解除。エイト環のロープにテンションがかかり下降が続けられる。最初の安全環付きカラ

ビナは連結部に残していくことになる。複数人が続けて懸垂下降する場合は次に下降する人がこのカラビナを回

収して行ける（最終的にカラビナ一つだけの残置）。  

■ライジング（引き上げ） 

・1/2 システム、1/3 システムを習得しよう。最初に 1/2 システムを試し、力が足りなければ 1/2 システムを引く

ロープに 1/3 システムをセットし、1/6 システムに移行する。 
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・1/5 システムなどはカラビナの摩擦の力のロスが大きくなりすぎて現実的に使えない。  

・どのシステムを使うかよりもいかに効率よく力を伝えてロープを引くかが重要。そのためには引くロープに自分

の体を固定し、頭を下にして斜面を足で蹴って下る。同時に救助者側のロープを手でたぐる（カウンターバランス）。

この方法だと 1/1 で一人でも二人を引き上げることができる。  

ライジングシステムのロープのストッパーについて 

・ストッパーはメインロープを折り返すカラビナになるべく近い位置に作る。  

・ストッパーは従来オートブロックノット単体でやっていたが、これは引き上げた際にロープを折り返しているカラ

ビナに引き込まれてしまう（こうなるとストッパーにならない）。カラビナの前に ATC（確保器）をセットし、その先にス

トッパーとしてバックマンノットをセットする。こうするとロープが引かれた際 ATC に当たるので放っておいてもストッ

パーがカラビナに引き込まれない。 

・タイブロック一個でもストッパーになる。ただしロープが引かれるとタイブロックが効かない方向に反転してしまう

ので元に戻す操作が必要（その操作に一人必要）。 

■ロープの張り込みと流星法  

・メインのロープは従来、そのロープ自体で 1/3 システムを作っていたが、別のロープ（ロープ余端）の 1/3 シス

テムで張り込む方法にする。メインロープが加重で弛んでも張り込み直しやすいため。  

・メインのロープはエイト環で確保の状態、別ロープ（ロープ余端）で作った 1/3システムで張り込む。1/3システ

ムで引いてメインロープがたるんだ部分はエイト環側のメインロープを引いてたるみを取る。必要な強さまで張り込

んだら、エイト環のメインロープを１ターンして仮固定する。  

・張り込まずに人間アンカーという方法も使える。このとき張り込むロープは急傾斜の場合に限られる。角度が

浅い(水平に近い方 )場合、人間アンカーは耐えられない。メインロープの末端に３つ輪を出すエイトノットで、人が

４～５人つながり全体重をかける。この方法は必要時にロープを張り込め、不必要なときはロープを緩められる。  

・流星法でロープに乗る人間はスリング(120cm)でチェストハーネスを作り、ぶら下がったとき座るような形にな

るように胸の位置を持ち上げる。ガイドロープはメインロープに干渉しないようぶら下がるカラビナ（デイジーチェー

ン）の少し下の位置で。確保はエイト環の”チョイがけ”でロープを一定スピードで流す。 

■救急法について  

 ・心肺蘇生は、人工呼吸（マウス・ツー・マウス）はやらない方向になってきている。人工呼吸しなくても蘇生率

はほとんど変わらないと最近ニュースがあったことを覚えている。心臓マッサージのみで。位置は乳頭のちょうど中

間。マッサージのペースは１分間に 100 回。 

・裂傷の手当ては湿潤式の傷パッドというのがあり、傷跡が残らない。消毒液は組織にダメージを与えるので、

水道水で洗うのがよい（沢の中ではどうする？煮沸消毒した水って使える？）  

■その他セカンドのビレイ方法について  

・クイックドローに１枚カラビナを足す「ビエンテ」という方法の紹介。自動的にロックがかかる。ガルダーヒッチに

似ている。ロックした後の解除が容易。 

 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%E9%A5%A4%A5%B8%A5%F3%A5%B0
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http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%DE%A5%A6%A5%B9
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%DE%A5%A6%A5%B9
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BF%B4%C2%A1%A5%DE%A5%C3%A5%B5%A1%BC%A5%B8

